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１．2026年９月期の連結業績（2025年10月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 11,630 4.4 371 30.8 379 28.4 156 71.3
2025年９月期 11,144 ― 284 ― 295 ― 91 ―

(注) 包括利益 2026年９月期 156百万円( 71.3％) 2025年９月期 91百万円( ―％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年９月期 29.92 ― 11.1 11.5 3.2
2025年９月期 17.17 17.07 7.0 9.2 2.6

(参考) 持分法投資損益 2026年９月期 ―百万円 2025年９月期 ―百万円

（注）2024年９月期は連結財務諸表を作成していないため、2025年９月期の対前期増減率については記載しており

ません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 3,503 1,513 43.2 289.18
2025年９月期 3,105 1,306 42.1 250.34

(参考) 自己資本 2026年９月期 1,513百万円 2025年９月期 1,306百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年９月期 394 △302 ― 1,539
2025年９月期 123 △162 △85 1,447

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年９月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
2026年９月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
2027年９月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

３．2027年９月期の連結業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 12,500 7.5 600 61.4 600 58.0 360 130.5 68.97

業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年９月期 5,417,400株 2025年９月期 5,417,400株

② 期末自己株式数 2026年９月期 182,008株 2025年９月期 197,408株

③ 期中平均株式数 2026年９月期 5,219,310株 2025年９月期 5,311,064株

(参考) 個別業績の概要

１．2026年９月期の個別業績（2025年10月１日～2026年９月30日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 11,622 4.3 422 33.3 431 31.3 121 △2.7
2025年９月期 11,143 5.0 316 △44.8 329 △43.6 124 87.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期 23.22 ―
2025年９月期 23.46 23.33

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 3,501 1,512 43.2 288.89
2025年９月期 3,137 1,340 42.7 256.74

(参考) 自己資本 2026年９月期 1,512百万円 2025年９月期 1,340百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項は、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。



株式会社みらいワークス(6563) 2026年９月期 決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………２

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………３

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………３

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………４

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………４

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………５

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………５

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………６

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………８

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………９

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………１０

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………１０

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………１０

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………１０

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………１０



株式会社みらいワークス(6563) 2026年９月期 決算短信

2

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続いた一方で、日本

銀行の金融政策に伴う金利動向や為替相場の変動、継続する物価上昇が個人消費等に与える影響に加え、国際情勢の緊

迫化による地政学的リスクの高まりなど、先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

一方で、国内においては労働人口の減少に伴う構造的な人手不足が一段と深刻化しており、生産性向上を目的とした

DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進や生成AIの業務活用といった取り組みが急加速しております。これに

伴い、自社内でのAI導入・活用推進やAX（AIトランスフォーメーション）をはじめとする高度かつ複雑な経営課題を、

外部の専門的な知見や共創を通じて解決しようとする「外部プロフェッショナル人材」への活用ニーズは、質・量とも

に引き続き拡大基調にあります。

このような事業環境のもと、当社グループは「プロフェッショナル人材が挑戦するエコシステムを創造する」という

ビジョンのもと、企業の競争力直結課題となった生成AI等の実務適用に伴うAX（AIトランスフォーメーション）推進需

要、DXの高度化、地方創生の加速を背景に、これらの事業機会を確実に捉えるべく積極的な事業活動を推進いたしまし

た。営業体制においては、独自の育成プログラムやAIツール等の活用によるオペレーション強化を進めるとともに、売

上高3,000億円以上の大手企業を中心に、クライアント企業のAI導入・AX推進を支援する提案を強化するなど、深耕営業

に注力いたしました。また、急速に進展するAI活用とそれに伴うリスク対応への社会的な関心の高まりを受け、社内業

務における生成AIツールの積極導入による業務効率化を推進する一方で、利用可能なAIツールの承認手続きの厳格化や

AI利用におけるセキュリティルールの遵守徹底、従業員ならびにプロフェッショナル人材へのセキュリティ教育など、

適切なリスク管理とガバナンス体制の向上にも努めてまいりました。こうした社内実践を通じて蓄積したAI活用および

AIガバナンスに関する知見は、クライアント企業のAI導入・AX推進を支援する際のノウハウとしても活用しておりま

す。

特に大手企業における業務改革・AX支援ニーズの高まりを捉えた高付加価値なコンサルティング・実行支援案件が増

加したこと等が寄与し、当連結会計年度における主要KPIは、契約数852件、１契約当たり売上総利益256千円、直接営業

人員数85.9人、大手企業取引数81社で推移いたしました。また、プロフェッショナル人材の登録人数については、

MOREWORKS事業の撤退により登録されていたプロフェッショナル人数分を除外したため、2026年９月30日時点で72,000名

となりました。

当社グループでは、プロフェッショナル人材事業を主軸事業とし、付随事業として地方創生事業、ソリューション事

業を展開しております。

プロフェッショナル人材事業においては、当社グループが受託した業務を業務委託契約に基づいて、プロフェッショ

ナル人材向けの人材登録システム「FreeConsultant.jp」に登録のあるプロフェッショナル人材へ再委託する方法及び当

社グループが上記プロフェッショナル人材を有期雇用し、顧客企業へ派遣する方法の二通りで遂行しております。

その他、クライアントの持続的成長と課題解決に向けて当社社員と外部プロフェッショナル人材が協働するハイブリ

ッド体制でプロジェクト支援を行うコンサルティングサービス「みらいデジタル」を展開しております。同サービスで

は、クライアント企業のAI導入・活用推進やAX（AIトランスフォーメーション）を、構想策定から業務への実装・定着

まで伴走支援しており、大手企業を中心としたAX支援ニーズへの対応力を強化しております。あわせて、強みであるチ

ーム単位でのプロジェクト受託・参画を一層推進することで、登録プロフェッショナル人材に対するより高付加価値か

つ多様な挑戦機会の創出を進めております。

地方創生事業においては、社会課題である東京一極集中の是正を目指して、首都圏のプロ人材と地方企業との副業・

転職マッチングサービスの提供を行っております。副業マッチングサイト「Skill Shift」においては、地域金融機関や

自治体と連携（地域金融機関の提携・連携先の実績は全国134金融機関、自治体との連携の実績は5省庁31都府県110市区

町村）し、都市部人材の持つ業務スキルによる地方企業の経営課題の解決を促進しております。転職マッチングサイト

「Glocal Mission Jobs」においては、地方での働き方や魅力ある地方優良企業の情報発信を通じ地方企業への転職を後

押ししております。また、自治体や中央省庁との連携事業も推進し、関係人口創出を目的とした課題解決型ワーケーシ

ョンツアーの企画・実施や、移住促進プロモーション戦略の立案など、地方創生と産業振興を支援しております。

ソリューション事業においては、各事業で培ったノウハウやビッグデータを活用し、企業や自治体の変革を促すソリ

ューションを提供しております。現在、以下の３つのサービスを展開しております。

１．みらRe-skillingサービス

実践型リスキリング支援サービスであり、社員の自律的なキャリア形成やウェルビーイング向上、人的資本経営の推
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進を支援しております。座学による知識習得にとどまらず、地域企業やスタートアップでの副業、越境学習、地域課題

解決型プロジェクトなどの「実践の場」を通じてスキルを定着させる仕組みを提供しております。

２．Boosterサービス

オープンイノベーション推進サービスであり、スタートアップの事業成長支援と大手企業・自治体における新規事業

創出を目的としております。スタートアップに対してはアクセラレーションプログラムの開催や専門人材の紹介・アサ

イン、ビジネスマッチング等を提供し、企業・自治体に対してはアクセラレーションプログラムの企画運営や社内コン

ペによる事業創出支援などを展開しております。

３．ソーシャルデザインサービス

社会課題解決を目指す大企業の新規事業や地域共創プロジェクトに対し、当社グループの広範なネットワークとプロ

フェッショナル人材を掛け合わせ、共創環境を構築するサービスであります。構想・戦略策定から地域パートナーの探

索、実証実験の実行支援、さらには現場オペレーションによる社会実装に至るまで、課題や目的に応じた最適なチーム

を組成し、一貫して伴走支援しております。

これら事業推進の結果、当連結会計年度の売上高は11,630,550千円（前年同期比4.4％増）となりました。

利益面について、営業利益は371,787千円（前年同期比30.8％増）となったものの、Greenroom株式会社を2025年３月

に買収した際に発生したのれんについての減損損失113,718千円を計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利

益は156,152千円（前年同期比71.3％増）となりました。

なお、当社グループは、プロフェッショナル人材事業を中心とした様々な事業を展開しておりますが、経済的特徴が

概ね類似していること等から、セグメント別の記載はしておりません。

(注) サービス名は商標又は登録商標です。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における流動資産は3,239,142千円となりました。主な内訳は、現金及び預金が1,839,006千円、売

掛金が1,178,368千円であります。また、固定資産は264,466千円となりました。主な内訳は、有形固定資産が56,392千

円、無形固定資産が21,269千円、投資その他の資産が186,804千円であります。

以上の結果、当連結会計年度末における総資産は3,503,609千円となりました。

(負債)

当連結会計年度末における流動負債は1,989,661千円となりました。主な内訳は、買掛金が1,514,849千円、賞与引当

金95,561千円であります。

以上の結果、当連結会計年度末における総負債は1,989,661千円となりました。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産は1,513,947千円となりました。主な内訳は、資本金は94,910千円、資本剰余金

408,311千円、利益剰余金1,098,541千円、自己株式△87,815千円であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、当連結会計年度末には1,539,006千円と

なりました。また、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下の通りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において営業活動により獲得した資金は、394,068千円となりました。これは主に、売上債権及び契約

資産の増加84,655千円や法人税等の支払額71,878千円による資金の減少があった一方で、税金等調整前当期純利益

265,711千円、減損損失113,718千円及び仕入債務の増加124,139千円等による資金の増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において投資活動により使用した資金は、302,794千円となりました。これは主に、定期預金の預入に

よる支出300,000千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、発生しておりません。
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（４）今後の見通し

当社グループを取り巻く事業環境におきましては、労働人口減少に伴う構造的な人手不足や、多様な働き方の普及に

伴う人材流動化を背景に、企業が高度かつ複雑な経営課題の解決を外部への委託や共創によって実現しようとする「外

部プロフェッショナル人材」の活用ニーズは、今後も一層拡大していくと見込んでおります。

このような環境のもと、当社グループは「プロフェッショナル人材が挑戦するエコシステムを創造する」というビジ

ョンのもと、プロフェッショナル人材事業、地方創生事業、ソリューション事業を「３本の柱」とし、持続的な事業拡

大を図ってまいります。

2027年９月期におきましては、営業利益600百万円の達成に向け、収益成長のドライバーであるプロフェッショナル人

材事業のさらなる成長加速と、その他事業における選択と集中による収益性の改善、ならびに前期に課題となった営業

人員の戦力化と定着を克服する組織・オペレーション改革を強力に推進してまいります。

登録人材の輪を広げる取り組み（対プロフェッショナル人材戦略）におきましては、人材獲得から活性化までを一元

管理する「プロフェッショナルエンゲージメント部」を新設し、案件需要データを捉えた戦略的な人材獲得と既存デー

タベースの稼働促進を推進いたします。また、ライスワーク（生活のための仕事、食料を得るための仕事）・ライフワ

ーク（夢や自分の好きなことを追い求めるための仕事、自己実現の仕事）の双方を支援する独自の価値提供を強化し、

地方創生やイノベーション等のライフワーク接点で獲得した優秀なプロ人材をプロフェッショナル人材事業（ライスワ

ーク）へ相互に循環させる導線設計を確立することで、ハイクラスなプロフェッショナル人材データベースのさらなる

拡大と活性化を図ってまいります。

取引クライアント（企業・自治体等）の輪を広げる取り組み（対クライアント戦略）におきましては、主力のプロフ

ェッショナル人材事業において、売上高3,000億円以上の大手企業に対する組織課題に応じたアカウントプランニングを

強化し、個人の営業力に依存しない「チーム営業」を展開することで、１社当たり10契約以上を目指すプラチナ企業取

引社数の拡大を図ります。加えて、高収益かつ需要の旺盛な大手外資系コンサルティングファーム等の開拓に特化した

「ファーム・アライアンス部」を新設し、高単価案件の獲得と稼働数の急拡大を直接牽引してまいります。さらに、当

社独自の広範なネットワーク（自治体、地域金融機関等）とプロ人材を掛け合わせた「ソーシャルデザイン事業」を通

じて大企業の社会課題解決や新規事業の社会実装を企画から実行まで伴走支援するとともに、地方創生事業やソリュー

ション事業からプロフェッショナル人材事業への大企業接点のトスを強化し、全社的なクロスセルを加速してまいりま

す。

事業ポートフォリオの見直しにおきましては、その他事業（地方創生事業及びソリューション事業）において、事業

シナジーや収益性の創出が限定的であった一部サービスの縮小・撤退など「選択と集中」を継続的に断行し、コスト構

造の適正化を図ることで、各事業単体での黒字化と収益性の向上を確実に進めてまいります。

自社の組織体制を整備・強化する取り組み（オペレーション戦略）におきましては、前期の課題であった営業工数の

不足および若手社員の戦力化の遅れを解消すべく、採用・育成・定着を一元管理し、人事体制を抜本的に強化いたしま

す。「四種の神器」のアップデートを重ね、営業プロセスの型化と研修・マネジメント体制の確立により若手人材の早

期戦力化を果たすとともに、エンゲージメント向上による離職抑制を推進し、営業工数の確実な拡大と１人当たり契約

数の向上を実現いたします。さらに、AIツールの活用や、一次データ（商談・顧客課題）の蓄積・活用と業務プロセス

の効率化を徹底し、営業担当者が顧客と対峙する高付加価値業務に集中できる環境を整えてまいります。

以上の取り組みにより、2027年９月期の業績見通しにつきましては、売上高12,500百万円、営業利益600百万円、経常

利益600百万円、親会社株主に帰属する当期純利益360百万円を見込んでおります。

上記予想等の将来予測情報は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成されており、実際の業績等は今後の様々な不

確定要素により予想数値と大きく異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、会計基準につきましては、日本基準

を適用しております。なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の情勢を考慮の上、適切に対応

していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,447,732 1,839,006

売掛金 1,069,605 1,178,368

契約資産 186,576 162,468

その他 46,063 59,298

流動資産合計 2,749,978 3,239,142

固定資産

有形固定資産

建物 67,706 67,706

工具、器具及び備品 22,290 23,185

減価償却累計額 △27,041 △34,499

有形固定資産合計 62,954 56,392

無形固定資産

のれん 136,462 ―

その他 27,818 21,269

無形固定資産合計 164,281 21,269

投資その他の資産

投資有価証券 0 0

長期前払費用 27,957 58,132

繰延税金資産 44,607 75,328

その他 55,709 53,344

投資その他の資産合計 128,275 186,804

固定資産合計 355,511 264,466

資産合計 3,105,490 3,503,609

負債の部

流動負債

買掛金 1,390,710 1,514,849

未払法人税等 17,928 86,329

契約負債 15,072 3,809

賞与引当金 87,708 95,561

その他 287,322 289,110

流動負債合計 1,798,742 1,989,661

負債合計 1,798,742 1,989,661

純資産の部

株主資本

資本金 94,910 94,910

資本剰余金 395,372 408,311

利益剰余金 942,389 1,098,541

自己株式 △125,923 △87,815

株主資本合計 1,306,747 1,513,947

純資産合計 1,306,747 1,513,947

負債純資産合計 3,105,490 3,503,609
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

売上高 11,144,579 11,630,550

売上原価 8,303,927 8,600,446

売上総利益 2,840,651 3,030,104

販売費及び一般管理費 2,556,472 2,658,316

営業利益 284,179 371,787

営業外収益

受取利息 1,423 3,127

受取手数料 3,518 3,694

保険解約返戻金 4,506 ―

雑収入 2,375 1,137

営業外収益合計 11,823 7,959

営業外費用

支払手数料 302 ―

営業外費用合計 302 ―

経常利益 295,700 379,747

特別損失

固定資産除却損 0 317

減損損失 93,182 113,718

特別損失合計 93,182 114,035

税金等調整前当期純利益 202,517 265,711

法人税、住民税及び事業税 104,539 140,280

法人税等調整額 6,813 △30,720

法人税等合計 111,353 109,559

当期純利益 91,164 156,152

親会社株主に帰属する当期純利益 91,164 156,152
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

当期純利益 91,164 156,152

包括利益 91,164 156,152

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 91,164 156,152
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 86,765 387,227 851,224 △24,910 1,300,306 1,300,306

当期変動額

新株の発行 8,145 8,145 16,290 16,290

親会社株主に帰属

する当期純利益
91,164 91,164 91,164

自己株式の取得 △101,013 △101,013 △101,013

当期変動額合計 8,145 8,145 91,164 △101,013 6,441 6,441

当期末残高 94,910 395,372 942,389 △125,923 1,306,747 1,306,747

当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 94,910 395,372 942,389 △125,923 1,306,747 1,306,747

当期変動額

親会社株主に帰属

する当期純利益
156,152 156,152 156,152

自己株式の処分 38,108 38,108 38,108

自己株式処分差益 12,939 12,939 12,939

当期変動額合計 ― 12,939 156,152 38,108 207,200 207,200

当期末残高 94,910 408,311 1,098,541 △87,815 1,513,947 1,513,947
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 202,517 265,711

減価償却費 17,630 15,828

のれん償却額 57,094 22,743

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,778 7,853

受取利息 △1,423 △3,127

受取手数料 △3,518 △3,694

保険解約返戻金 △4,506 ―

支払手数料 302 ―

固定資産除却損 0 317

減損損失 93,182 113,718

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 59,918 △84,655

仕入債務の増減額（△は減少） △10,518 124,139

未払消費税等の増減額（△は減少） △127,568 33,377

その他 24,033 △32,709

小計 326,924 459,503

利息の受取額 1,418 2,820

受取手数料の受取額 3,471 3,623

保険解約返戻金の受取額 4,506 ―

法人税等の支払額 △212,901 △71,878

営業活動によるキャッシュ・フロー 123,418 394,068

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 ― △300,000

有形固定資産の取得による支出 △5,286 △1,504

無形固定資産の取得による支出 △450 △1,530

敷金の差入による支出 △7,010 ―

敷金の回収による収入 ― 240

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△149,777 ―

投資活動によるキャッシュ・フロー △162,524 △302,794

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △101,316 ―

ストックオプションの行使による収入 16,290 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー △85,026 ―

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124,131 91,274

現金及び現金同等物の期首残高 1,571,864 1,447,732

現金及び現金同等物の期末残高 1,447,732 1,539,006
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

当社グループは、プロフェッショナル人材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり純資産額 250.34円 289.18円

１株当たり当期純利益 17.17円 29.92円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

17.07円 ―円

(注)１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 91,164 156,152

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る
親会社株主に帰属する当期純利益(千円)

91,164 156,152

普通株式の期中平均株式数(株) 5,311,064 5,219,310

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) 29,228 ―

(うち新株予約権(株)) (29,228) ( ― )

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

(注)当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


